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ASTERIA Warp導⼊事例

企業統合・再編に伴う課題解決のため
既存システムを活かした
マスターデータ管理（MDM) を実現
三協⽴⼭株式会社
富⼭県⾼岡市早川70番地
URL http://www.st-grp.co.jp/
従業員数 5,557名（2016年11⽉30⽇現在）

導⼊背景
三協アルミで広く知られる三協⽴⼭株式会社は、三協アルミと⽴⼭アルミが合併して誕⽣した建材メーカー。各社の事業の強みを活かし「環
境技術でひらく、豊かな暮らし」を実現する企業グループとして、⽇々事業を営んでいる。しかし、合併した各社がそれぞれ異なるメーカー
のメインフレームや多数の業務システムを保持していたため、統合、再編が進むにつれ、システム間の個別連携が⼊り組み、システムメンテ
ナンスコストが増⼤していった。また、個々の業務システム毎にデータを保持していたため、集計、分析作業の際には、複数システムから
データを収集しなければならず⼿間がかかった。

● 実績データが散在。分析作業の際には、複数
システムからデータ収集後、Excel、Accessな
どで再加⼯しなければならず、利⽤者の利便性
が低下。

● 多数の業務システムを個別連携。接続先設定
などの接続コスト・メンテナンスコストが増⼤。

● 連携をスクラッチ開発していたため、メンテ
ナンスや管理⾯で問題が⽣じていた。

● 統合マスターを構築
各業務システムに分散していたデータを⼀元化、
標準化しASTERIA Warp経由でアクセス。

● ID連携
新⼊社員情報を統合DBに登録すると全業務シ
ステムのIDが⾃動登録され、シングルサインオ
ンのIDが⽣成される仕組みを構築。

● データ分析基盤を構築
統合DBからデータを抽出し、分析⽤のデータ
マートを⽣成。

●データ分析が容易に
データマートに抽出された分析⽤データを容易
にBIツールで分析できるようになった。

● 開発コストの削減
従前1­２⽇間を要していた連携処理を30分で
スピード開発可能に。

● メンテナンス性の向上
ASTERIA Warpでシステム全体が可視化できる
ようになり、メンテナンス性、可⽤性が向上。

● 他のEAI製品に較べ、データの流れが可視
化できる

● GUIベースの使い易いフローデザイナー
● ASTERIA Warpマスターパートナーであ

る株式会社インテックの⼿厚いサポート

ASTERIA Warp選定理由
システム構成図

連携先 SAP/メインフレーム 利⽤シーン MDM 業種 製造業

お客様から⼀⾔
ASTERIA WarpのココがGood!
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三協⽴⼭株式会社

効果導⼊課題

アステリア株式会社
〒140-0014 東京都品川区大井 1-47-1 NTビル1F

https://www.asteria.com/ 

このカタログに記載された内容は2017年2月現在のものです。内容は予告なしに変更することがあります。
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● 数⼗社に及ぶ関連⼯場への⽣産指⽰、納
期連絡等の情報連携にも今後活⽤していく
予定

今後の予定

⽐較検討したEAI製品は、処理フロー型でした
ので、特定のデータがどの処理を流れるのかが
わかりにくかったのですが、ASTERIA Warp
はデータフロー型ですので、フローを⾒ると
データ毎にどのような処理がされるのか⼀⽬瞭
然でわかります。

開発経験が浅い私でも、直感的な操作で容易
に開発できるので便利です。
パートナーが作成したテンプレートを利⽤し
てはいますが、⾃⼒で開発、デバッグをすぐ
に⾏えるようになりました。
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